
平和・自立・共生 ともにつくる黄
こ

金
がね

南
は え

風の平
さ と

和郷・はえばる

平成30年度予算決まる
今年度の注目事業
手話及び障がいの特性に応じた多様なコミュニ
ケーション手段の利用促進に関する条例可決
11人の議員が一般質問

2
4

8
13

写真：さんご保育園

平成30年
3月定例会

NO.201
平成30年5月18日発行

こいのぼり掲揚式

「こいのぼり 欲しい人 
は〜い」

はえるん
題字：玉城　麻優子さん
　　　（津嘉山小学校6年生）



歳入歳出

自主財
源

依
存

財源

自主財源

40％依存財源

60％

■ 一 般 会 計 　 1 3 3 億 4 , 8 7 0 万 円 ■

町税
39億4,683万円

民生費
65億9,658万円

教育費
19億5,044万円

総務費
11億2,606万円

公債費
10億2,209万円

衛生費
9億5,261万円

土木費
8億5,142万円

その他②
（地方譲与税、地方特例交付金等）
1億2,316万円

繰入金
3億917万円

その他①
（分担金及び負担金、
 使用料手数料等）
10億8,034万円地方交付税

20億1,276万円

国庫支出金
26億2,750万円

県支出金
20億8,278万円

地方消費税交付金
6億5,196万円

町債（借入金）
5億1,420万円

その他 5,475万円
消防費
4億2,203万円

商工費
1億2,558万円 農林水産業費 

1億2,158万円

議会費
1億2,556万円
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平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

扶
助
費
３
億
１
６
２
５
万
円
増

住
民
福
祉
費
は
毎
年
増

　

一
般
会
計
予
算
は
、１
３
３
億
４
８
７
０ 

万

円
で
29
年
度
よ
り
０
・
４
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入
…
自
主
財
源
は
対
前
年
度
比
７
・

５
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、

町
税
が
３
・
２
％
の
増
や
、
財
政
調
整

基
金
（
貯
金
）
を
取
り
崩
し
、
繰
入
れ

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

依
存
財
源
は
前
年
度
比
５
％
減
と
な

り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
対
前
年
比

５
・
９
％
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

■
歳
出
…
扶
助
費
（
住
民
福
祉
の
た
め
の

経
費
）
は
前
年
度
よ
り
３
億
１
６
２
５
万

円
（
７
・
５
％
）
増
え
ま
し
た
。
認

可
保
育
園
の
運
営
費
及
び
３
歳
児
以

上
主
食
費
等
の
増
加
、
こ
ど
も
医
療
費

助
成
金
５
％
増
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
対
前
年
度
比
28
・
９

％
の
減
と
な
り
ま
す
。
新
規
に
認
可
保

育
園
２
園
増
設
や
北
丘
小
西
側
避
難
通

路
整
備
、
幼
稚
園
の
空
調
設
備
整
備
な

ど
の
増
は
あ
る
が
、
地
域
振
興
資
料
館

整
備
事
業
補
助
金
の
減
や
認
可
保
育
園

分
園
及
び
増
改
築
に
よ
る
保
育
所
等
整

備
交
付
金
の
減
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

用語の説明

歳　
入

町税　　	 みなさまからの税金
繰入金	 町の貯金を下ろして使う金額
国・県支出金	 使う目的が決まっている国や県からの補助金
地方交付税	 自治体運営の均衡を保つため国から配分される金額
町債	 町の借金

歳　
出

民生費　お年寄りや児童福祉、保育所運営
教育費　幼稚園・小中学校教育や生涯学習
総務費　職員人事や役場全体の管理
公債費　借金（町債）の返済
衛生費　ごみ処理や予防接種
土木費　道路や河川、公園の整備

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

3 月
定例会

３
月
２
日
〜
27
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
予
算
を
中
心
に
審
議
し
、
６
会
計
、
ま
た
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
、

一
般
質
問
は
11
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

予
算
の
「
選
択
と
集
中
」

予
算
は
一
般
会
計
で
１
点
の

留
意
事
項
を
付
け
可
決

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
赤
字
解
消
に
取
り
組
む
他
、
年
々
増
大
し

て
い
る
児
童
福
祉
を
始
め
と
す
る
高
齢
者
、
障
が
い
者
福
祉
に
対

応
で
き
る
よ
う
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
編
成

さ
れ
ま
し
た
。

［
一
般
会
計
予
算
］

南
風
原
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
計
画

策
定
委
託
業
務
に
つ
い
て

　

南
風
原
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
は
第
五
次
南
風
原
町
総
合

計
画
で
新
規
産
業
集
積
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
策
定
に
向

け
て
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
土
地
利
用
構
想
）
を
は
っ
き
り
持
ち
、
丁

寧
に
進
め
る
こ
と
。

平成
30年度 いま、町の財政は？

一般会計＋特別会計 

 沖縄振興特別推進交付金（一括交付金）

○当初予算総額は？
191億3,890万円

町民1人あたり　49万円

○今年度の町の借金は？
6億8,640万円

一般会計…………5億1,420万円
下水道事業………1億4,880万円
土地区画整理事業…2,340万円

※人口3万8,700人（平成30年3月末現在）

○平成30年度末の借金残高見込みは？
165億6,105万円

町民1人あたり　42万7千円
○基金の合計（11基金）平成30年３月末の預金は？

　11億5,605万円
町民1人あたり　2万9千円

○平成30年度の町の配分額は？
基本枠　4億5,600万円
特別枠　1億7,530万円

特別枠＝事業の必要性や有効性を審査し
県より配分される額

平成30年度一般会計133億4千  万円・特別会計57億円9千万円

国保の県単位化 平成35 年度までに赤字解消へ



　
南
風
原
町
に
つ
い
て
の
講
座
を

開
催
。町
の
発
展
や
人
材
育
成
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
宮
平
地
区
計
画
の
基
礎
と
な
る
道
路
を

整
備
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
受
診
率
向

上
に
向
け
て
、
健
診
を

受
け
た
方
に
T
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
中
で
す
。
県

医
師
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
本
町
・
豊
見
城
市
・

南
城
市
で
行
い
ま
す
。

　新規集積ゾーンとなっている南風原南イン
ター周辺地区の開発計画が始まります。
　議会では計画の策定に当たってはゾーニン
グ（土地利用構想）をはっきり持ち、丁寧に計
画を進めるよう留意事項をつけました。

（関連記事P2、P11）

　

待
機
児
童
解
消
を
目
的
に
、２
園
の
保

育
園
を
新
設
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
30
年
６
月
か
ら
ご
み
袋
の
価
格（
手

数
料
）と
形（
U
字
型
に
変
更
）が
変
わ
り

ま
す
。導
入
時
期
、旧
ご
み
袋
の
使
用
期
限
、

価
格
増
の
周
知
徹
底
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

尚
、歳
入
は
ご
み
の
減
量
化
、リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
啓
発
、組
合
負
担
金
へ
の
対
応
費

等
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
南
風
原
町
内
の
各
幼
稚
園
に
空
調
設
備

を
整
備
し
ま
す
。沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金（一括
交
付
金
）を
利
用
し
ま
す
。補
助

率
は
８
割
で
す
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
補
助
対
象
の
工
事

を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
省
エ
ネ
、耐
久
性
の

向
上
と
し
ま
す
。補
助
率
は
工
事
費
の
2

割
で
上
限
は
20
万
円
で
す
。

ちむぐくる館

体育館
グラウンド 南風原

中学校

宮平川
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平
成
30
年
度
注
目
事
業

平成30年度
注目事業を
ピックアップ

市街化区域へ基盤となる道路整備

◎面積：
おおむね

13ha

県道128号

那覇空港自動車道

ファーマーズ

新規産業ゾーン

国
道

507号
　

那
覇・具

志
頭

線

南風原町産業の発展

平
成
30
年
度
注
目
事
業

待機児童問題解決に向けて

教育施策の
充実・強化

▲幼稚園で新聞紙遊び

南
風
原
大
学
運
営
事
業

事
業
費　
21
万
円

宮
平
地
区

（
南
風
原
中
学
校
プ
ー
ル
跡
地
周
辺
）

地
区
計
画
の
道
路
整
備

事
業
費　
１
０
０
０
万
円

特
定
健
診
で
T
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
検
討

事
業
費　
１
０
８
万
円

南風原南インターチェンジ
周辺地区の開発計画策定委託業務
事業費　500万円

暮らしに身近な予算  みんなのお金の使いみち
認
可
保
育
園　
２
園
新
設

事
業
費　
４
億
２
７
０
０
万
円

町
指
定
の
ご
み
袋
、形・価
格
変
更

事
業
費　
2
0
1
6
万
円

幼
稚
園
空
調
設
備
設
置

事
業
費　
２
１
４
０
万
円

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
補
助
金

事
業
費　
２
０
０
万
円



ひとこと
特別会計

平成 30 年度の特徴
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現
場
調
査

　

津
嘉
山
の
区
画
整
理
地
内
に
整

備
さ
れ
る
公
園
の
進
捗
状
況
と
今

年
度
の
整
備
箇
所
（
多
目
的
広
場
）

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

国道507号

▲
第
二
団
地

津
嘉
山
中
央
線

　

や
ま
び
こ
保
育
園
は
定
員
60
人

の
認
可
保
育
園
に
移
行
し
ま
す
。

現
場
で
の
進
捗
状
況
等
確
認
し
ま

し
た
。

　

災
害
時
、
小
学
校
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
津
嘉
山
小
南
側
の
集
落
か
ら
の

避
難
通
路
で
す
。

　

本
事
業
で
幅
員
の
拡
幅
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
災
害
が
起
き
た
際
に

住
民
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
整
備
し

ま
す
。

　

生
徒
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め

教
室
を
増
築
し
ま
す
。
現
在
、
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
箇
所
を

普
通
教
室

へ
変
更
し

ま
す
。
併

せ
て
空
調

設
備
の
整

備
に
つ
い

て
も
確
認

し
ま
し
た
。

　

津
嘉
山
地

区
の
町
道
整

備
事
業
で
す
。

補
償
３
件
予

定
し
て
い
ま

す
。
整
備
に

よ
る
通
行
止

め
を
行
わ
な

い
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

会　　　　計 平成３０年度 平成２９年度 増減額 増減率
一 般 会 計  133億4870万円  133億9709万円 ▲4839万円 ▲ 0.4%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険  40億7505万円  54億4259万円 ▲13億6754万円 ▲ 25.1%
後 期 高 齢 者 医 療 事 業  2億8843万円  2億6320万円 2523万円 9.6%
下 水 道 事 業  6億8818万円  7億2439万円 ▲3621万円 ▲ 5.0%
土 地 区 画 整 理 事 業  7億1697万円  9億8280万円 ▲2億6583万円 ▲ 27.0%
農 業 集 落 排 水 事 業 2157万円 2953万円 ▲796万円 ▲ 27.0%

合　計  191億3890万円  208億3960万円 ▲17億70万円 ▲ 8.2%

保留地３画地の処分を予定
しています。予算総額は昨年
度に比べ27%の減となって
います。旧津嘉山ハイツの土
地利用が早期に図れるよう
整備します。

津嘉山北土地区画整理事業
区域を重点地区として整備
していきます。また、雨水整
備では浸水解消を早期実現
できるよう引き続き照屋地
区の整備を進めます。

後期高齢者医療保険料は被
保険者が増えたことにより
2,207万円の増となります。
※保険料は後期高齢者医療
広域連合へ納められます。

神里地区汚水処理施設の太
陽光パネル設置前の平成24
年度と設置後の平成28年度
では、使用電力が21.8％減、
使用料金は18.5％減になって
います。

平成30年度から県も保険者
となり財政運営の責任主体
となります。市町村は引き続
き保険者として資格管理、給
付、賦課徴収等行います。

農業集落排水事業

下水道事業

後期高齢者医療保険

国民健康保険
土地区画整理事業

　

人
権
擁
護
委
員
は
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
て
問
題

解
決
の
手
助
け
を
し
た
り
、
法
務

局
と
連
携
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る

被
害
者
を
救
済
し
た
り
、
人
権
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
啓
発
活
動
を
行
う
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
任
期
は
３

年
で
す
。

　
・
赤
嶺
広
美 

氏
（
喜
屋
武
）

　
・
田
本
政
子 

氏
（
喜
屋
武
）

　
・
仲
村
博
幸 

氏
（
津
嘉
山
）

　
・
金
城
宏
伸 

氏
（
津
嘉
山
）

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
事
項
の
不
服
申
し
立
て
に
対

す
る
審
査
を
専
門
的
な
立
場
か
ら

審
査
し
ま
す
。
委
員
は
３
人
で
任

期
は
３
年
で
す
。

　
・
大
城
徳
明 

氏
（
兼
城
）

平
成
30
年
度
特
別
会
計
予
算

予
算
審
査
の
た
め
、
全
員
で
現
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

町
の
お
金
が
適
切
に
活
用
さ
れ
る
か
、
直
接
見
て

審
査
の
参
考
に
し
ま
し
た
。

現場
調査津

嘉
山
公
園
整
備
事
業

や
ま
び
こ
保
育
園
認
可
化
支
援

津
嘉
山
中
央
線
街
路
事
業

南
風
原
小
学
校
教
室

新
増
築
工
事

津
嘉
山
小
学
校南側

避
難
経
路
整
備

■各会計別の予算比較表

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
決
ま
る

人
権
擁
護
委
員

決
ま
る

人 事
全会一致
で同意
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補
正
予
算
・
人
事

　

照
屋
仁
士
議
員
か
ら
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
、
議
会
の
許
可
を
得
て
、

平
成
30
年
３
月
20
日
付
け
で
南
風

原
町
議
会
議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
。

【
東
部
消
防
組
合
議
員
】

　

照
屋
仁
士
議
員
の
辞
職
に
伴
う
、

派
遣
議
員
の
選
出
が
あ
り
ま
し
た
。

【
南
部
広
域
行
政
組
合
議
員
】

　

一
部
事
務
組
合
の
統
合
に
伴
う

派
遣
議
員
の
選
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
平
成
29
年
度
補
正
予
算
で
中

期
財
政
計
画
で
示
し
た
国
保
の
赤
字
解

消
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
よ
り
10
億

円
の
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
本
町

の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
平
成
20

年
度
以
降
赤
字
決
算
と
な
り
、
今
で
は

累
積
赤
字
が
16
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
35
年
度
ま
で
に
国
保
の
赤
字
を
解

消
す
る
予
定
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
今
年
度
か
ら
県
単

位
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
国
保
制

度
を
担
っ
て
き
た
市
町
村
と
新
た
に
県

が
加
わ
り
、
ど
ち
ら
も
保
険
者
と
し
て

国
保
事
業
の
安
定
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

県
単
位
化
と
な
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
赤
字
は
各
市
町
村
で
解
消
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
の
貯
金
を
取
り
崩

し
て
、
国
保
の
赤
字
に
充
て
る
特
別
な

措
置
を
取
り
ま
し
た
。

大城　毅　議員知念　富信　議員

国の財政支援拡充
県も市町村に加えて
保険者となる

県単位化のイメージ

市町村が個々に運営 ○○市　南風原町
○○村　離島○○村

○○市

○○村

○○町

離島○○村

南風原町

○○市

○○町

南風原町

県が市町村ごとに決定した
国保事業費納付金を市町村
が納める

【県内統一の運営方針策定】

保険給付に必要な
費用を全額各市町村に
支払う（交付金の交付）

これまで
これから

沖 縄 県

県が財政運営責任を担うなど中心的役割

条
　
　   

例

　

国
民
健
康
保
険
事
業
施
行
令
等

の
改
正
が
あ
り
、
南
風
原
町
の
国

保
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
し

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
都
道
府
県
に
も

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
協
議
会

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
代
表
す

る
委
員
を
１
人
追
加
と
な
り
ま
す
。

　

Ｐ
9
と
Ｐ
10
に
も
関
連
記
事
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額

（
保
育
料
）
の
算
定
基
礎
と
な
る
所

得
割
の
税
額
は
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
申
告
特
例
控
除
は
適
用
し
な

い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
方
税
法
で
は
、
市
町
村
等
へ
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
を
行
っ
た
場
合
に
、

市
町
村
民
税
所
得
割
の
税
額
に
対

し
申
告
特
例
控
除
の
適
用
に
よ
り
、

町
県
民
税
が
控
除
さ
れ
ま
す
（
安

く
な
り
ま
す
）。

　

し
か
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
特

　
「
手
話
は
言
語
で
あ
る
」
と
い

う
認
識
に
立
ち
、
町
民
に
広
め
、

障
が
い
が
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

双
方
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
す
目
的
で
制
定
さ
れ

た
条
例
で
す
。
か
つ
て
沖
縄
戦

で
は
手
話
を
使
っ
た
町
民
が
ス

パ
イ
視
さ
れ
る
と
い
う
実
体
験

が
あ
り
、
そ
の
歴
史
を
条
例
前

文
に
盛
込
ん
だ
部
分
は
、
南
風

原
町
独
自
の
内
容
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
最
終
日
、
採
決
の
日

に
は
本
条
例
の
制
定
を
望
む
多

く
の
関
係
者
の
方
々
の
傍
聴
が

あ
り
ま
し
た
。
手
話
通
訳
の
同

席
も
あ
り
ま
し
た
。

▲傍聴席で手話通訳が委員長報告等を同時通訳しました。

▲保育料の算定はふるさと納税の特例控除は適用しない。

税額控除
前所得割額

寄付金控除　町民税○○円　県民税○○円

国
保
の
赤
字
解
消
の
た
め一般
会
計
よ

り
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
10
億
円

の
繰
り
入
れ

議
員
の
辞
職
に
つ
い
て

補正予算
全会一致
で可決

派
遣
議
員
の
選
出
が

あ
り
ま
し
た
。

人事
全会一致
で可決

平
成
29
年
度
の
補
正
予
算
も
今
回
の
定
例
会
で
審
議

し
ま
し
た
。
補
正
予
算
議
案
の
中
か
ら
注
目
す
べ
き

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
取
り
上
げ
ま
す
。

沖
縄
戦
で
ス
パ
イ
視
さ
れ
た
歴

史
を
条
例
前
文
に
盛
込
ん
だ
内

容
を
確
認
し
可
決
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
県
単
位
化

に
伴
う
条
例
の一部
改
正

南
風
原
町
手
話
及
び
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
促

進
に
関
す
る
条
例

ふ
る
さ
と
納
税
し
た
場
合

の
保
育
料
利
用
者
負
担
に

関
す
る
条
例
の
改
正

条 例
全会一致
で可決

手話
通訳



沖
縄
県
と
各
市
町
村
と
の
役
割
分
担

沖縄県の主な役割 市町村の主な役割

・財政運営の主体 ・国保事業費納付金を
県に納付

・国保運営方針に基づき、
事務の効率化、標準
化、広域化を推進

・資格管理
（国保証の交付）

・市町村ごとの標準保険
料率を算定。公表

・標準保険率等を参考
に国保料率決定

・国保料の通知・収納

・保険給付費等交付金
の支払 ・保険給付の決定、支給
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

陸
軍
病
院
第
20
号
壕
の
補
修
は

問 

陸
軍
病
院
壕
の
簡
易
的
な
補
修

を
行
う
と
説
明
が
あ
っ
た
が
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
う
の
か
。

答 

壕
内
に
剥
離
が
進
ん
で
い
る
箇

所
（
20
〜
30
箇
所
）
に
ボ
ン
ド
を
注

入
し
簡
易
的
な
補
修
を
行
う
。

問 

壕
内
で
崩
落
等
が
起
き
な
い
よ

う
に
調
査
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

壕
の
保
存
、
公
開
等
は
南
風
原

陸
軍
病
院
壕
整
備
検
討
委
員
会
を
設

置
し
審
議
を
行
っ
て
い
る
。
委
員
の

専
門
家
の
指
示
を
受
け
、
壕
内
の
数

カ
所
の
強
度
計
測
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。

南
風
原
南
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
計
画
策
定
は

問 

南
風
原
南
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
計
画

は
企
業
誘
致
と
住
宅
地
の
ど
ち
ら
に

重
き
を
置
く
の
か
。

答 

同
地
区
は
第
五
次
南
風
原
町
総

合
計
画
で
新
規
産
業
集
積
ゾ
ー
ン
と

な
っ
て
い
る
。
企
業
誘
致
を
重
点
に

進
め
る
。

問 

企
業
誘
致
を
優
先
す
る
こ
と
を

地
権
者
へ
説
明
し
調
整
を
行
わ
な
い

と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
立
ち
並
び
当

初
の
目
的
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
。

答 

地
権
者
へ
目
的
に
沿
っ
た
土
地
利

用
と
な
る
よ
う
調
整
し
構
想
を
策
定
す
る
。

●●●●●●●

経
済
教
育
委
員
会

委
員
長
：
玉
城
勇　

副
委
員
長
：
上
原
喜
代
子
　

委
　
員
：
知
念
富
信
・
花
城
清
文
・
赤
嶺
雅
和
・

　
　
　
　

宮
城
寛
諄
・
大
城
真
孝

要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費

問 

就
学
援
助
の
対
象
と
な
る
要
保

護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
推
移
は

ど
う
か
。

答 

要
保
護
準
要
保
護
対
象
者
は
前

年
度
と
比
較
し
、
小
学
校
94
人
と
中

学
校
33
人
の
合
わ
せ
て
１
２
７
人
増

と
な
る
。
対
象
児
童
生
徒
と
し
て
は
、

小
学
校
5
9
6
人
と
中
学
校
３
０
５

人
の
合
計
９
０
１
人
と
な
る
。

▲経済教育委員会の様子

▲南風原南ＩＣ周辺は農地が広がっている。

▲陸軍病院第20号入口

※
就
学
援
助
に
つ
い
て

　

南
風
原
町
で
は
小
中
学
校
に
通

う
子
や
保
護
者
に
対
し
て
経
済
的

に
困
っ
て
い
る
家
庭
に
就
学
援
助

（
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
）
を 

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
入
学
準
備
金
が

早
め
に
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
支
給
要
件
等
お
問
い
合

わ
せ
は

教
育
総
務
課電話 

８
８
９

−

２
６
２
０

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

保
障
と
し
て
他
保
険
も
関
連
が
あ
る

等
の
理
由
に
よ
り
、
他
保
険
の
代
表

者
か
ら
も
委
員
を
募
る
。

問 

同
協
議
会
は
何
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答 

こ
れ
ま
で
の
６
人
か
ら
７
人
に

な
る
。

問 

同
協
議
会
は
今
後
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

答 

こ
れ
ま
で
は
予
算
・
決
算
を
審

議
す
る
年
２
回
開
催
だ
っ
た
。
平
成

30
年
度
は
、
税
率
改
正
を
協
議
す
る

重
要
案
件
が
あ
る
こ
と
か
ら
３
、４

回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
の
影
響
は

問 

今
年
度
よ
り
国
民
健
康
保
険
が

県
単
位
化
と
な
る
が
、
保
険
税
率
は

ど
う
な
る
の
か
。

答 

計
算
段
階
で
の
本
町
の
負
担
割

合
（
所
得
に
対
す
る
税
負
担
率
）
は

13
・
３
％
で
あ
り
、
県
内
の
平
均
は

14
〜
15
％
で
あ
る
。
本
町
の
国
保
財

政
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
一
気
に

税
率
改
正
す
る
と
被
保
険
者
の
負
担

増
に
な
る
の
で
、
平
成
30
年
度
は
税

率
改
正
は
行
わ
ず
、
二
段
階
で
県
が

示
し
た
必
要
な
分
ま
で
改
正
す
る
検

証
を
行
う
。
平
成
31
年
４
月
の
税
率

一
部
改
正
を
目
指
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
は

問 

本
町
の
国
保
運
営
協
議
会
に
国

保
被
保
険
者
以
外
の
保
険
者
か
ら
代

表
者
を
追
加
す
る
ね
ら
い
は
何
か
。

答 

今
後
、
幅
広
い
観
点
か
ら
国
保

税
の
税
率
を
協
議
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
国
保
の
財
政
負
担
は
、
社
会

●●●●●●●

総
務
民
生
委
員
会

委
員
長
：
浦
崎
み
ゆ
き　

副
委
員
長
：
金
城
好
春

委
　
員
：
新
垣
由
雄
・
大
城
勝
・
大
宜
見
洋
文

照
屋
仁
士
・
赤
嶺
奈
津
江
・
大
城
毅

国
場
川
水
系
水
質
調
査

問 

国
場
川
水
系
水
質
調
査
委
託
業

務
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

答 

町
内
の
河
川
の
環
境
保
全
対
策

の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
３
河

川
（
国
場
川
・
宮
平
川
・
長
堂
川
）

を
年
２
回
の
水
質
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

調
査
結
果
は
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
。

▲総務民生委員会の様子

▲水質調査の様子

委員会
レポート

議
案
を
よ
り
深
く
審
査
す
る
た
め
、必
要
な
書
類
、

資
料
を
求
め
、２
つ
の
所
属
委
員
会
に
分
か
れ
、

担
当
課
へ
質
疑
し
ま
し
た
。
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一
般
質
問
　
照
屋
　
仁
士 

議
員

※
記
載
内
容
は
質
問
議
員
が
要
約
し
、
広
報
委
員
で
編
集
し
て
お
り
、

　

全
文
は
議
会
事
務
局
や
Ｈ
Ｐ
、
図
書
館
で
確
認
で
き
ま
す
。

問 

5
期
20
年
、
町
政
発
展
に

取
り
組
ま
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

勇
退
す
る
に
当
た
り
、
や
り
残
し

た
課
題
は
あ
る
か
。

町  

長 

公
約
は
達
成
し
た
と
自

負
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
々
変

化
し
山
積
す
る
行
政
課
題
と
住
民

ニ
ー
ズ
を
１
０
０
％
解
決
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

問 

町
民
と
の
対
話
が
少
な
い
。

行
政
懇
談
会
も
少
な
い
し
、
情
報

発
信
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
誌

で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
町
長

は
ど
う
考
え
る
か
。

町  

長 

対
話
し
て
き
た
つ
も
り

で
あ
る
。

問

 

財
政
が
心
配
で
あ
る
。
中

期
財
政
計
画
で
は
、
平
成
34
年
度

ま
で
に
約
30
億
円
弱
も
削
減
を
す

る
。
そ
の
中
で
町
税
を
増
や
し
て

い
く
取
り
組
み
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

町  

長

 

財
政
が
厳
し
い
中
、
企

業
参
画
の
も
と
、
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
た
い
。

問 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
が
心
配

と
の
声
が
あ
る
。
近
隣
で
は
大
型

M
I
C
E
や
鉄
軌
道
が
議
論
さ
れ

る
中
で
、
南
風
原
町
で
は
何
に
展

望
を
見
出
す
か
と
町
民
に
聞
か
れ
る
。

町
長
の
見
解
を
問
う
。

町  

長 

昨
年
、
策
定
し
た
第
五
次

南
風
原
町
総
合
計
画
を
達
成
す
る

こ
と
が
責
務
で
あ
る
。
M
I
C
E
、

鉄
軌
道
な
ど
は
沖
縄
県
全
体
的
な

問
題
だ
。

問 

町
民
の
命
と
財
産
が
心
配
で

あ
る
。
町
長
は
、「
予
算
が
足
り

な
け
れ
ば
、
人
件
費
も
考
え
な
い

と
い
け
な
い
」
と
答
弁
し
た
。
厳

し
い
財
政
は
理
解
で
き
る
が
、
町

民
を
守
る
た
め
、
是
非
、
消
防
力

を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

町  
長 
東
部
消
防
組
合
の
負
担

金
は
前
年
並
み
を
確
保
し
て
い
る
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

問 

建
白
書
の
実
現
、
辺
野
古
新

基
地
建
設
阻
止
な
の
に
、
な
ぜ
政

治
姿
勢
と
矛
盾
す
る
候
補
者
を
応

援
し
て
き
た
の
か
。
今
後
は
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

町  

長 

町
の
利
益
に
つ
な
が
る

行
動
を
し
た
。
私
は
一
貫
し
て
矛

盾
し
て
い
な
い
。
高
所
大
所
か
ら

考
え
て
い
き
た
い
。

問 

町
長
の
言
う
利
益
、
政
府
と

繋
が
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
予

算
が
潤
沢
に
流
れ
て
く
る
、
そ
う

い
う
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

町  

長 

予
算
を
も
ら
う
だ
け
で

な
く
、
情
報
提
供
し
て
も
ら
う
の
が
、

町
の
発
展
に
つ
な
が
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
期
日
前
投
票
の
場
所
を
町
民
ホ
ー
ル

へ
変
更
で
き
な
い
か
。

▲第五次南風原町総合計画

政
務
活
動
費

政
務
活
動
費
と
は

　

議
会
の
活
性
化
と
議
員
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
審
査
能

力
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
は
、
議
員
の
資
質
を

高
め
る
調
査
研
究
に
必
要
な
経
費
の

一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

政
務
活
動
費
は
い
く
ら

月
額
１
万
５
千
円（
年
額
18
万
円
）

　

請
求
の
あ
っ
た
議
員
に
対
し
、
毎

年
４
月
と
10
月
に
半
年
分
を
一
括
し

て
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
額
に
残
額
が
あ
る
場
合
は
、

議
員
は
差
額
を
返
還
し
ま
す
。

透
明
性
の
確
保
が
重
要

　

一
定
の
調
査
費
が
交
付
さ
れ
る
た
め
、

使
途
が
不
透
明
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
収
支
報
告
書
や
領
収
書
添
付

を
義
務
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
の
調
査
研
究
活
動
の

実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
使
途
基
準

の
制
定
を
し
て
い
ま
す
。

収
支
報
告
書
の
閲
覧
に
つ
い
て

　

本
町
に
在
住
し
て
い
る
方
は
政
務

活
動
費
の
収
支
報
告
書
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
会
事
務
局　

８
８
９
ー

３
０
９
７

平
成
２９
年
度
に
支
出
し
た
政
務
活
動
費
を
報
告
し

ま
す
。今
後
も
適
正
な
支
出
に
努
め
ま
す
。

政務
活動費

【政務活動費を充てることができる経費の範囲】
項　目 内　　容

調査研究費 町の事務、地方行財政等の調査研究・委託に要する経費

研修費 研修会、講演会等の実施・参加に要する経費

広報・広聴費 活動の広報・広聴活動に要する経費

要請陳情等活動費 要請陳情活動、住民相談等の活動に要する経費

会議費 各種会議、住民相談会等の実施・参加に要する経費

資料作成費 資料を作成するために要する経費

資料購入費 図書、資料等の購入、利用等に要する経費

事務所費 事務所の設置及び管理に要する経費

事務費 事務の遂行に要する経費

人件費 職員を雇用する経費

平成29年度政務活動費収支報告書　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

氏　名 交付
総額

使　　途
残余金調査

研究費 研修費 広報・
広聴費

要請陳情
等活動費 会議費 資料

作成費
資料

購入費
事務所費
(事務費含) 人件費 合計

知念　富信 180,000 125,203 36,900 162,103 17,897

新垣　由雄 180,000 71,776 71,776 108,224

大城　　勝 180,000 124,425 17,434 38,504 180,363 0

大宜見 洋文 180,000 74,750 85,508 160,258 19,742

照屋　仁士 180,000 130,150 5,000 135,150 44,850

赤嶺 奈津江 180,000 107,134 10,346 117,480 62,520

浦崎 みゆき 90,000 9,024 9,024 80,976

花城　清文 － － －

赤嶺　雅和 180,000 106,575 72,263 178,838 1,162

大城　　毅 180,000 42,120 600 42,720 137,280

宮城　寛諄 180,000 3,000 34,830 55,860 93,690 86,310

上原 喜代子 165,000 122,785 9,524 132,309 32,691

玉城　　勇 180,000 106,203 9,024 115,227 64,773

金城　好春 180,000 123,105 123,105 56,895

大城　真孝 － － －

宮城　清政 180,000 123,948 8,400 132,348 47,652

計 2,415,000 906,994 133,150 76,950 0 0 17,434 509,517 10,346 0 1,654,391 760,972

照屋　仁士 議員

城間町政5期
20年の課題は
答　公約は達成したと自負している
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一
般
質
問
　
知
念
　
富
信 

議
員

問 

東
部
消
防
組
合
の
新
年
度
予

算
は
構
成
す
る
市
町
村
の
分
担
金

で
は
足
り
ず
、
同
組
合
の
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
し
て
の
予
算
編

成
と
な
っ
た
。
３
町
の
組
合
議
員

全
員
が
「
同
組
合
の
予
算
編
成
は

３
町
の
分
担
金
で
成
り
立
つ
よ
う

に
す
べ
き
で
な
い
か
」
と
附
帯
決

議
を
付
し
て
新
年
度
予
算
を
可
決

す
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
町

長
の
見
解
を
問
う
。

総
務
部
長 

本
町
は
平
成
30
年
度

予
算
編
成
に
よ
り
中
期
財
政
計
画

を
基
本
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
普

通
交
付
税
等
の
試
算
で
、
対
前
年

度
比
2
億
円
以
上
の
減
額
と
な
り
、

財
政
調
整
基
金
を
同
程
度
取
り
崩

し
て
の
予
算
編
成
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
で

あ
る
が
、
東
部
消
防
負
担
金
は
前

年
度
並
み
を
確
保
し
て
い
る
。
今

後
も
同
組
合
の
中
・
長
期
計
画
も

配
慮
し
な
が
ら
、
構
成
町
の
財
政

状
況
及
び
予
算
査
定
を
通
し
て
分

担
金
を
決
定
し
て
い
く
。

問 

同
組
合
は
向
こ
う
10
年
間
の

中
・
長
期
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
現
消
防
本
部
庁
舎
の
建

て
替
え
計
画
も
あ
る
。
増
額
が
予

想
さ
れ
る
同
組
合
へ
の
分
担
金
に

対
応
す
る
た
め
、
役
場
内
に
「
東

部
消
防
組
合
へ
の
分
担
金
を
考
え

る
編
成
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長 

一
部
事
務
組
合
分
担

金
は
町
の
予
算
編
成
範
囲
で
あ
り
、

全
て
の
事
務
事
業
を
含
め
、
財
政

負
担
が
可
能
な
範
囲
で
決
定
す
る
。

分
担
金
を
考
え
る
特
別
な
チ
ー
ム

は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ハ
ブ
対
策
を
問
う

問 

農
家
か
ら
の
話
し
に
よ
る
と

字
津
嘉
山
渡
嘉
天
原
（
と
か
て
ん

ば
る
）
で
６
匹
、
屋
敷
内
で
１
匹
、

字
宮
平
の
畑
で
１
匹
、
計
８
匹
の

ハ
ブ
を
捕
獲
し
た
と
聞
い
た
。
平

成
29
年
度
町
内
で
捕
獲
し
た
ハ
ブ

の
数
は
何
匹
か
。

総
務
部
長 

平
成
29
年
度
３
月
７

日
現
在
、
町
内
で
捕
獲
し
た
ハ
ブ

は
57
匹
で
あ
る
。

問 
ハ
ブ
の
捕
獲
器
は
何
器
あ
る
か
。

総
務
部
長 
平
成
30
年
３
月
７
日

現
在
、
79
器
あ
り
、
そ
の
う
ち
38

器
は
観
光
施
設
周
辺
に
設
置
し
て

い
る
。
41
器
は
町
民
へ
の
貸
し
出

し
用
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
３

月
７
日
現
在
、
貸
し
出
し
用
ハ
ブ

捕
獲
器
41
器
中
22
器
が
貸
し
出
さ

れ
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
J
A
お
き
な
わ
津
嘉
山
経
済
部
付
近

の
交
通
安
全
対
策
を

▲捕獲されたハブ

一
般
質
問
　
浦
崎
　
み
ゆ
き 

議
員

▲狂犬病注射の際、周知する

問 

本
町
に
お
い
て
、
障
が
い
を

持
つ
本
人
や
保
護
者
が
希
望
す
れ

ば
小
学
校
や
中
学
校
に
お
い
て
受

け
入
れ
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

教
育
部
長 

本
町
の
公
立
小
中
学

校
で
は
、
本
人
、
保
護
者
が
希
望

す
れ
ば
入
学
は
可
能
と
な
る
。

問 

直
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
。

教
育
部
長 

事
前
に
教
育
委
員
会
、

学
校
ま
た
医
療
機
関
、
医
師
と
の

連
携
が
必
要
で
安
全
面
が
確
保
で

き
た
時
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。

問 

家
族
に
対
す
る
支
援
の
実
績

や
情
報
は
ど
う
か
。

民
生
部
長 

日
中
一
時
支
援
事
業

が
あ
り
利
用
者
数
は
増
え
て
い

る
。
障
が
い
福
祉
計
画
の
中
で
医

療
的
ケ
ア
児
支
援
も
含
ま
れ
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

外
出
時「
私
が
手
伝
っ
て

ほ
し
い
事
を
示
す
、ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
」の
普
及
を

問 

外
見
で
は
判
ら
な
い
妊
婦
や

聴
覚
・
視
力
障
が
い
ま
た
は
内
部

に
障
が
い
を
も
つ
方
や
高
齢
者
の

方
な
ど
が
い
る
。
手
助
け
し
て
欲

し
い
内
容
が
書
き
込
ま
れ
た
カ
ー

ド
を
す
ぐ
に
取
り
出
せ
て
、
助
け

を
求
め
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
見
解

を
問
う
。

民
生
部
長 

災
害
時
の
緊
急
連
絡

先
や
必
要
な
支
援
内
容
を
周
囲
に

伝
え
る
手
段
と
し
て
意
義
が
あ
り
、

導
入
に
向
け
て
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

問 
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
改
訂
に
伴
う
本
町
の
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長 
飼
い
主
に
よ
る
自
助

が
明
記
さ
れ
、
同
行
避
難
が
避
難

所
で
の
ペ
ッ
ト
と
の
同
居
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
確

と
な
っ
た
。
町
の
地
域
防
災
計
画

に
も
す
で
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

広
域
的
な
支
援
体
制
の
対
策
を
検

討
す
る
。

問 

町
民
へ
の
周
知
の
方
法
は
ど

う
行
う
か
。

総
務
部
長 

５
月
に
狂
犬
病
の
予

防
接
種
が
あ
り
、
啓
発
活
動
と
し

て
一
番
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
捉
え
、

環
境
省
か
ら
の
「
ペ
ッ
ト
を
守
ろ

う
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

を
考
え
て
い
る
。

▲ヘルプカードに記載
　されているマーク

金城　好春 議員

東部消防組合への
分担金を問う
答　構成町の財政状況及び予算査定を通して
　　分担金を決定していく

医
療
的
ケ
ア
児
の

教
育
支
援
等
を
問
う

答
　
受
け
入
れ
の
際
は
教
育
活
動
が
十
分
に
行
え
る
よ
う
な

　
　
環
境
整
備
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題

浦崎　みゆき 議員
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一
般
質
問
　
赤
嶺
　
奈
津
江 

議
員

問 

引
き
こ
も
り
等
に
対
す
る
施

策
が
見
え
な
い
。
現
在
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長 

学
校
・
教
育
委
員
会
・

児
童
相
談
所
・
福
祉
事
務
所
・
社

協
等
の
担
当
者
で
構
成
す
る
登
校

支
援
委
員
会
が
あ
る
。
ま
た
教
育

相
談
員
、
各
小
中
学
校
の
心
の
教

室
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
元
気
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
支

援
員
で
構
成
す
る
教
育
相
談
員
連

絡
会
が
あ
る
。
情
報
の
共
有
並
び

に
連
携
を
し
て
、
お
の
お
の
に
必

要
な
支
援
方
法
や
対
応
策
等
を
行
っ

て
い
る
。

問 

引
き
こ
も
り
は
増
加
傾
向
に

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
把
握
し
て

い
る
か
。

教
育
部
長 

引
き
こ
も
り
児
童
生

徒
の
人
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

学
校
へ
出
席
し
て
い
な
い
児
童
生

徒
は
、
平
成
28
年
度
０
人
、
平
成

29
年
度
３
人
と
な
っ
て
い
る
。
不

登
校
の
人
数
は
、
平
成
30
年
度
2

月
現
在
で
小
学
校
28
人
、
中
学
校

45
人
で
あ
る
。
前
年
度
と
比
較
し

て
小
学
校
で
15
人
、
中
学
校
で
14

人
の
増
で
あ
る
。

問 

今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

児
童
館
等
の
活
用
も
課
題
と
思
う

が
検
討
し
て
い
る
か
。

副
町
長 

児
童
の
引
き
こ
も
り
に

関
し
て
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
学

校
へ
行
け
て
い
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
ま
ず
は
家
か
ら
一
歩
外
に

出
る
手
段
と
し
て
、
児
童
館
等
の

活
用
も
有
効
と
考
え
る
。

問 

児
童
館
活
用
は
、
子
供
た
ち

の
た
め
に
も
早
期
の
実
現
を
望
む
。

年
度
途
中
で
も
で
き
る
可
能
性
が

あ
れ
ば
、
早
期
に
や
る
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

民
生
部
長 

児
童
館
の
活
用
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。
早
期
に
体
制

を
整
え
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
児
童
館
を
活
用
し
て
い
く
。
学

校
か
ら
の
相
談
３
１
３
件
数
中
、

不
登
校
・
登
校
渋
り
の
相
談
が

１
８
２
件
で
あ
る
。
教
育
委
員
会

と
連
携
し
、
対
応
を
し
っ
か
り
と
っ

て
い
く
。

教
育
部
長 

不
登
校
の
生
徒
が
１

人
で
も
学
校
に
復
帰
で
き
る
よ
う

連
携
を
と
っ
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
等
対
策
事
業

を
問
う

問 

児
童
館
や
各
自
治
会
、
公
民

館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

を
活
用
し
た
子
ど
も
の
貧
困
等
対

策
事
業
の
検
討
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

副
町
長 

児
童
館
に
つ
い
て
は
、

県
内
で
の
事
例
調
査
を
終
え
、
活

用
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。
公

民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

等
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
町
社
協
の
子
ど
も
等
貧

困
対
策
支
援
事
業
で
の
活
用
を
継

続
し
て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
問
う

○
集
落
支
援
員
制
度
の
活
用
を

○
町
立
小
中
学
校
の
空
調
設
備
に
つ
い
て

▲町内には各小学校区に児童館があります。

一
般
質
問
　
金
城
　
好
春 

議
員

問 

５
期
20
年
間
の
公
約
で
印
象

深
く
、
実
現
で
き
た
事
業
は
何
か
。

町  

長 

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
カ
ナ

ダ
首
相
を
招
致
し
た
の
が
一
番
印

象
深
い
。
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
、

子
ど
も
達
を
一
年
越
し
に
ミ
ド
ル

ス
ク
ー
ル
に
体
験
入
学
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
と
し
て
黄
金
森
公
園

整
備
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ち
む
ぐ

く
る
館
、
津

嘉
山
北
土
地

区
画
整
理
事

業
、
那
覇
・

南
風
原
ク

リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
建
設
が

あ
る
。
各
種

証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付

は
県
内
で
一

番
最
初
に
取

り
入
れ
た
。

子
ど
も
達
の
医
療
費
の
現
物
給
付

も
町
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
不
発
弾
処
理
の
問
題
も
国

で
負
担
す
べ
き
と
再
三
再
四
要
請
し
、

処
理
費
用
を
国
90
％
、
県
５
％
の

補
助
事
業
に
な
っ
た
こ
と
も
印
象

的
で
あ
る
。

南
風
原
町
観
光
事
業
の

今
後
を
問
う

問 

一
括
交
付
金
が
毎
年
減
少

に
転
じ
て
い
る
。
平
成
26
年
度

１
７
５
９
億
円
の
予
算
が
平
成
30

年
度
１
１
８
８
億
円
で
５
７
１
億

円
も
減
額
さ
れ
て
い
る
。
本
町
も

約
２
億
円
減
額
さ
れ
、
本
年
度
、

基
本
枠
で
４
億
５
０
０
０
万
円
で

あ
る
。
一
括
交
付
金
が
毎
年
減
額

で
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
る
が
、

観
光
協
会
の
運
営
を
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
か
。

経
済
建
設
部
長 

平
成
30
年
度
の
厳

し
い
予
算
状
況
を
熟
慮
し
た
上
で
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
観
光
協

会
の
５
事
業
を
３
事
業
に
再
編
し
た
。

観
光
協
会
の
収
入
基
盤
は
ま
だ
脆

弱
の
た
め
自
立
経
営
基
盤
強
化
に

向
け
た
事
業
の
取
り
組
み
、
強
力

な
サ
ポ
ー
ト
、
連
携
は
不
可
欠
と

考
え
る
。

問 

南
風
原
町
観
光
発
信
施
設
建

設
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

経
済
建
設
部
長 

平
成
28
年
度
で
基

本
構
想
、
基
本
計
画
、
平
成
29
年

度
に
運
用
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い

る
。
基
本
設
計
を
予
定
し
て
い
た
が
、

観
光
発
信
施
設
を
運
営
す
る
た
め

の
必
要
事
項
を
検
討
や
整
理
し
て

い
る
。

那
覇
市・南
風
原
町
環
境
施

設
組
合
の
森
林
公
園
の
進
捗

状
況
を
問
う

問 

森
林
公
園
の
建
設
計
画
、
総

事
業
費
を
問
う
。

総
務
部
長 

環
境
の
杜
ふ
れ
あ
い

の
背
後
地
、
面
積
3
・
6
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
園
路
広
場
な
ど
施
設
が
あ

り
、
総
事
業
費
10
億
3
0
0
0
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
２
分
の

１
補
助
を
受
け
て
、
那
覇
市
４
億
円
、

本
町
１
億
５
０
０
０
万
円
の
出
資

費
と
な
っ
て
い
る
。

▲コンビニでの証明書発行サービス

赤嶺　奈津江 議員

子どもの引きこもり等
支援の現状は
答　必要な支援方法を話し合っている

城間町政20年間の
総括を問う
答　沖縄サミットでカナダ首相招致が印象深い

知念　富信 議員
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一
般
質
問
　
玉
城
　
勇 

議
員

問 

待
機
児
童
に
つ
い
て
先
日
の

新
聞
紙
上
で
南
風
原
町
の
保
育
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
の
数
が
大
幅

に
増
え
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

対
策
は
あ
る
か
。

副
町
長 

町
に
お
け
る
保
育
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
の
数
は
、
平
成

29
年
度
の
保
育
園
入
園
申
込
み
が

1
8
4
4
人
、
平
成
30
年
度
が

1
9
6
9
人
と
な
っ
て
い
る
。
一

年
間
で
1
2
5
人
増
え
た
こ
と
か
ら
、

南
風
原
町
子
ど
も
子
育
て
会
議
を

開
い
て
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
計
画
を
見
直
し
た
。

問 

年
齢
毎
の
待
機
児
童
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

副
町
長 

平
成
30
年
度
の
入
園
に

向
け
て
、
現
在
調
査
中
だ
が
、
０

歳
児
15
人
、
１
歳
児
1
2
0
人
、

２
歳
児
42
人
、
３
歳
児
23
人
、
４

歳
児
５
人
、
５
歳
児
１
人
、
計

2
0
6
人
と
な
っ
て
い
る
。

問 

希
望
す
る
子
ど
も
が
全
員
保

育
園
に
入
園
で
き
る
た
め
に
保
育

園
を
２
園
新
設
す
る
計
画
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

副
町
長 

公
募
に
よ
っ
て
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

問 

私
が
ず
っ
と
提
案
し
て
い

る
の
は
親
が
仕
事
に
就
い
て
い
て

も
、
そ
う
で
な
く
て
も
子
ど
も
が

入
所
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
南

風
原
町
の
務
め
だ
と
考
え
る
。
子

ど
も
達
は
集
団
の
中
で
成
長
さ
せ

見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

思
う
。
そ
の
た
め
に
は
認
定
こ
ど

も
園
の
設
置
、
あ
る
い
は
認
可
外

の
保
育
園
へ
の
助
成
が
必
要
だ
と

思
う
。
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

民
生
部
長 

保
護
者
の
就
労
に
関

わ
ら
ず
、
本
来
で
あ
れ
ば
全
て
の

子
ど
も
達
を
預
か
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
施
設
数
、
財

政
的
に
も
当
面
喫
緊
の
課
題
と
し

て
待
機
児
童
の
解
消
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

町  

長 

仕
事
を
し
て
い
よ
う
が

い
ま
い
が
、
最
終
的
に
は
預
か
る

よ
う
な
行
政
を
目
指
す
の
が
私
は

一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

防
犯
灯
の
化
の
進
捗
状
況

L
E
D
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か

問 

低
炭
素
社
会
化
事
業
（
防
犯

灯
L
E
D
化
整
備
事
業
）
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
か
。

副
町
長 

沖
縄
電
力
の
接
続
許
可

が
一
日
あ
た
り
50
か
ら
60
灯
程
度

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
時
間
を
要

し
て
い
る
が
今
年
度
分
は
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

▲設置されたLED

一
般
質
問
　
大
城
　
勝 

議
員

問 

翔
南
小
学
校
裏
門
か
ら
の
道

路
は
、
道
幅
が
狭
い
と
こ
ろ
に
車

の
乗
り
入
れ
も
多
い
。
交
通
安
全

面
で
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
か
。

教
育
部
長 

こ
の
道
路
は
、
学
校

給
食
車
が
学
校
へ
の
乗
り
入
れ
時

に
利
用
し
て
お
り
、
安
全
運
転
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長 

校
長
か
ら
、
出
勤

職
員
に
は
時
速
20
キ
ロ
以
下
の
運

転
指
示
が
出
て
い
る
。

問 
当
該
道
路
は
歩
行
者
の
安
全

確
保
を
目
的
と
し
た
歩
道
の
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
部
長 

道
路
の
幅
員
が
狭
隘

（
き
ょ
う
あ
い
）
で
歩
道
整
備
は

難
し
い
た
め
、
交
通
安
全
指
導
や

徒
歩
登
校
を
推
進
し
て
対
応
す
る
。

問 

学
校
へ
車
を
乗
り
入
れ
る
保

護
者
へ
の
自
粛
要
請
も
必
要
で
あ
り
、

児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
徹
底

を
図
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
学

校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
話
し
合
い
を
持
つ
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長 

ま
ず
は
学
校
側
か

ら
保
護
者
に
徒
歩
登
校
を
促
す
よ

う
な
文
書
を
配
る
な
ど
、
で
き
る

事
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

老
朽
化
し
た
橋
の
整
備
を

問 

照
屋
内
の
中
道
り
に
架
か
る

老
朽
化
し
た
橋
の
整
備
に
関
し
て

ど
の
よ
う
な
対
処
策
を
考
え
て
い

る
か
。

副
町
長 

修
繕
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
行
く
。

問 

地
域
住
民
は
早
急
の
対
処
工

事
を
望
む
が
着
工
時
期
は
い
つ
ご

ろ
の
予
定
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長 

地
域
住
民
と
し
て

は
、
平
成
31
年
か
ら
は
事
業
が
と

れ
る
の
か
。
財
政
と
も
、
県
と
も

調
整
し
て
い
き
た
い
。

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
を

問 

本
町
の
特
定
健
診
受
診
率
は

い
く
ら
か
。

副
町
長 

平
成
26
年
度
46
・
９
％ 

平
成
27
年
度
48
％
、
平
成
28
年
度

43
・
９
％
で
あ
る
。

問 

目
標
と
す
る
受
診
率
は
い
く

ら
か
。
目
標
値
の
達
成
に
向
け
て

ど
ん
な
策
が
と
れ
る
か
。

副
町
長 

町
の
目
標
は
60
％
で
あ

る
。
達
成
に
向
け
嘱
託
員
に
よ

る
電
話
や
訪
問
に
よ
る
受
診
勧

奨
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
特
定

健
診
受
診
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
付
与
事
業
の
推
進
や
医
療
機

関
に
対
し
て
受
診
勧
奨
依
頼
に

取
り
組
む
。

▲看板での突起注意を図っている。

待機児童解消の
対策はできているか
答　子ども子育て支援事業計画を見直した

玉城　勇 議員

登校時、保護者の車
乗り入れに自粛要請を
答　学校側から保護者に生徒の徒歩登校を促す

大城　勝 議員
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一
般
質
問
　
赤
嶺
　
雅
和 

議
員

問 

特
定
健
診
受
診
率
と
医
療
費

の
削
減
を
問
う
。

副
町
長 

未
受
診
者
へ
の
訪
問
、

電
話
等
に
よ
る
受
診
勧
奨
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
個
々
に
お
け
る
健

康
づ
く
り
へ
の
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

町
民
が
健
康
面
に
対
し
て
常
に
関

心
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
自
然
と
受

診
率
は
上
が
る
と
思
う
。
保
健
師

や
栄
養
士
が
特
定
健
診
の
結
果
に

対
し
て
家
庭
訪
問
し
指
導
し
て
い

る
。問 

医
療
費
の
削
減
は
進
ん
で
い

る
か
。

副
町
長 

国
保
の
被
保
険
者
の
減

少
に
よ
り
国
保
の
医
療
費
も
減
少

傾
向
に
あ
る
。

問 

今
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

は
県
単
位
化
と
な
る
。
県
も
保
険

者
と
な
る
が
今
ま
で
の
本
町
の
赤

字
部
分
の
解
消
は
ど
う
な
る
か
。

民
生
部
長 

累
積
赤
字
に
つ
い
て

は
平
成
29
年
度
分
ま
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
が
解
消
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
財
政
調
整
基
金
か
ら

10
億
円
の
補
填
し
、
赤
字
解
消
し

て
い
く
。

問 

医
療
費
は
減
少
に
向
か
っ
て

い
る
答
弁
だ
っ
た
。
年
々
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
医
療
費
は
ど
ん
ど

ん
高
騰
し
て
、
医
療
費
の
削
減
に

つ
な
が
る
の
か
。

民
生
部
長 

国
保
の
被
保
険
者
の

減
少
に
よ
り
減
っ
て
き
て
い
る

が
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
平

成
27
年
度
か
ら
28
年
度
に
か
け
て

は
横
ば
い
、
そ
れ
ま
で
は
ず
っ
と

上
昇
し
て
い
た
。
こ
れ
は
本
町
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
的
な
傾

向
で
あ
る
。
生
活
習
慣
病
の
発
症

予
防
、
重
症
化
予
防
に
向
け
本
町

も
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
、

保
健
師
栄
養
士
が
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
る
。
実
績
と
し
て
も
糖

尿
病
も
重
症
化
し
な
い
よ
う
な
取

り
組
み
を
数
年
か
け
て
行
っ
て
い
る
。

平
成
26
年
度
の
健
診
受
診
者
の
中

か
ら
こ
の
ま
ま
で
は
腎
機
能
が
重

症
化
し
て
し
ま
う
恐
れ
の
あ
る
19

人
に
対
し
保
健
指
導
を
し
て
、
７

人
は
改
善
し
、
５
人
は
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
約
63
％
が
人
工

透
析
に
移
ら
ず
に
済
ん
だ
。
重
症

化
し
人
工
透
析
に
な
る
と
、
ひ
と

り
あ
た
り
６
０
０
万
円
前
後
の
医

療
費
が
か
か
る
た
め
、
地
道
に
取

り
組
ん
で
行
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
待
機
児
童
数
は
ど
の
様
に
推
移
し
て

い
る
か
。

▲健診前の問診の風景

一
般
質
問
　
大
城
　
毅 

議
員

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
実
現
に
向

け
て
調
査
を

○
会
議
録
の
作
成
期
限
を
も
う
け
る
べ

き
で
は

問 

昨
年
10
月
17
日
の
学
校

給
食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
会

で
、
①
幼
稚
園
、
月
額
3
0
0
0

円
が
３
１
０
０
円
。
②
小
学
校

３
８
０
０
円
が
４
５
０
０
円
、
値

上
げ
が
７
０
０
円
。
③
中
学
校

４
３
０
０
円
が
５
０
０
０
円
、
こ

れ
も
７
０
０
円
の
値
上
げ
。
時
期

に
つ
い
て
は
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
新
給
食
費
に
て
徴
収
と
可
決

さ
れ
た
。
間
違
い
な
い
か
。
そ
れ

か
ら
、
給
食
費
改
定
の
最
終
決
定

は
教
育
委
員
会
で
あ
る
こ
と
も
確

認
す
る
。

教
育
部
長 

間
違
い
な
い
。

問 

通
常
、
直
近
の
定
例
教
育
委

員
会
で
、
審
議
さ
れ
る
と
思
う
が
、

さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
部
長 

平
成
29
年
10
月
24
日

の
定
例
教
育
委
員
会
で
議
案
と
し

て
で
は
な
く
て
、
報
告
事
項
と
し

て
い
る
。

問 

議
案
に
し
な
か
っ
た
理
由
は

何
か
。

教
育
部
長 

当
時
、
12
月
補
正
予
算
、

当
初
予
算
で
一
般
会
計
か
ら
の
給

食
費
へ
の
補
塡
に
つ
い
て
要
求
し

て
い
た
。
ま
だ
決
定
で
は
な
い
た
め
、

議
案
と
せ
ず
報
告
と
し
た
。

問 

そ
の
後
の
定
例
教
育
委
員
会

は
ど
う
か
。

教
育
部
長 

12
月
の
補
正
予
算
で

一
般
会
計
の
給
食
費
の
補
塡
が
認

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
当
初
予
算
で

も
一
般
会
計
か
ら
の
補
塡
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
給
食
費
は
値
上
げ

し
て
い
な
い
。

問 

10
月
17
日
の
運
営
委
員
会
の

決
定
は
、
今
で
も
効
力
を
保
持
し

て
い
る
か
。

教
育
部
長 

決
定
は
生
き
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
次
の
運
営
委
員

会
で
変
更
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
変

わ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

子
供
の
貧
困
解
消
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
他
自
治
体
で
給
食

費
の
助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本

町
で
も
努
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長 

他
自
治
体
の
給
食
費

助
成
を
、
注
視
し
て
い
く
。

▲中学校卒業特別メニュー

赤嶺　雅和 議員

特定健診受診率と
医療費の削減を問う
答　データヘルス計画を策定し取り組んでいる

給
食
費
値
上
げ
の

決
定
は
生
き
る
か

答
　
次
の
委
員
会
で
取
り
消
す
ま
で
生
き
る

大城　毅 議員
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一
般
質
問
　
花
城
　
清
文 

議
員

一
般
質
問
　
花
城
　
清
文 

議
員

問 

国
保
の
累
積
赤
字
16
億
円
、

町
債
の
残
高
1
4
3
億
円
も
あ
る
。

そ
れ
に
予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た

り
財
源
不
足
で
基
金
を
18
億
円
取

り
崩
す
予
定
で
あ
る
。
本
町
財
政

は
危
機
的
状
況
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

中
期
財
政
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

財
政
危
機
の
原
因
は
何
か
。

副
町
長 

財
政
危
機
は
国
民
健
康

保
険
の
累
積
赤
字
に
加
え
、
人
口

増
に
よ
る
民
生
費
、
教
育
費
の
増

加
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

問 

実
施
計
画
が
先
送
り
に
な
る

と
、
そ
の
計
画
に
携
わ
っ
た
職
員

は
徒
労
と
な
り
や
る
気
を
失
わ
せ

る
。
先
送
り
を
し
た
事
業
は
な
い
か
。

そ
れ
に
、
町
長
は
財
政
危
機
を
置

き
み
や
げ
に
勇
退
さ
れ
る
。
そ
れ

に
対
し
ど
う
思
う
か
。

副
町
長 

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

事
業
の
選
択
と
集
中
を
行
い
、
町

民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
優
先

し
た
。
や
む
を
得
ず
先
送
り
に
な
っ

た
事
業
も
多
数
あ
る
。

新
川
の
地
滑
り
対
策
を

問 

新
川
2
0
4
番
地
付
近
の
町

道
21
号
線
の
地
滑
り
対
策
を
問
う
。

道
付
近
の
町
道
は
亀
裂
が
入
り
危

険
で
あ
る
。
下
は
北
丘
ハ
イ
ツ
で

住
宅
も
建
ち
並
ん
で
い
る
。
早
急

に
地
滑
り
対
策
を
す
べ
き
だ
が
ど

う
す
る
か
。

副
町
長 

県
に
地
滑
り
防
止
区
域

の
拡
大
を
要
請
し
て
い
る
。
南
部

土
木
事
務
所
が
区
域
拡
大
に
向
け

た
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

黄
金
森
陸
上
競
技
場
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の

移
動
は
で
き
な
い
か

問 

黄
金
陸
上
競
技
場
内
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
移
動
を
問
う
。

そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
有
酸
素

運
動
マ
シ
ン
と
筋
ト
レ
マ
シ
ー
ン

が
あ
る
。
利
用
者
が
多
く
、
有
酸

素
運
動
マ
シ
ー
ン
は
隣
接
し
た
部

屋
に
移
し
て
欲
し
い
と
声
が
あ
る

が
対
応
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長 

現
在
、
設
置
の
と
お

り
運
営
し
て
い
く
。

▲新川204番地付近の様子

▲有酸素運動マシーン

一
般
質
問
　
大
宜
見
　
洋
文 

議
員

問 

本
町
で
も
町
民
有
志
20
人
で

「
み
ん
な
の
学
校
」
の
上
映
会
が

行
わ
れ
た
。
教
育
部
学
校
教
育
課

長
も
鑑
賞
さ
れ
た
が
、
ど
う
だ
っ

た
か
。

学
校
教
育
課
長 

上
映
さ
れ
た
そ

の
学
校
は
校
長
を
筆
頭
に
非
常
に

一
生
懸
命
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

私
は
、
糸
満
市
教
育
委
員
会

主
催
で
「
み
ん
な
の
学
校
」
を
見
た
。

本
町
で
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長 

イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
充
実
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
方
策
が
あ
る
。
ど
う
い
う
対
応

を
と
る
か
、
学
校
に
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

４
つ
の
児
童
館
の

利
用
拡
充
の
計
画
は
あ
る
か

問 

児
童
館
の
調
理
設
備
な
ど
を

整
備
し
て
夜
ま
で
利
用
可
能
に
す

る
方
針
は
、
次
年
度
か
ら
実
現
す

る
か
。

副
町
長 

児
童
館
の
夜
の
活
用
は
、

調
査
を
終
え
、
平
成
31
年
度
実
施

に
向
け
て
検
討
を
始
め
て
い
る
。

問 

自
治
会
か
ら
公
民
館
等
を
学

習
支
援
や
居
場
所
と
し
て
活
用
し

た
い
と
の
要
望
も
聞
く
が
、
ど
う

住
み
分
け
る
か
。

副
町
長 

現
在
、
自
治
会
か
ら
要

望
は
届
い
て
い
な
い
。
ま
ず
児
童

館
の
活
用
か
ら
検
討
す
る
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
を
問
う

問 

日
常
的
金
銭
管
理
支
援
事
業

の
状
況
は
ど
う
か
。

副
町
長 

日
常
的
金
銭
管
理
支
援

事
業
は
、
平
成
28
年
度
が
23
件
、

平
成
29
年
度
が
２
月
末
で
29
件
で

あ
る
。

問 

件
数
は
増
加
傾
向
と
見
て
い

い
か
。

こ
ど
も
課
長 

毎
年
４
人
か
ら
５

人
増
え
て
い
る
。
支
援
対
象
者
は
、

１
回
支
援
を
始
め
る
と
一
生
続
く
。

担
当
の
許
容
量
を
超
え
て
、
支
援

で
き
な
く
な
る
状
態
が
起
こ
る
可

能
性
が
課
題
で
あ
る
。

問 

解
決
策
は
考
え
て
い
る
か
。

こ
ど
も
課
長 

県
社
協
の
事
業
で
大

き
な
市
が
基
幹
と
な
っ
て
、
ほ
か

の
町
が
一
緒
に
金
銭
管
理
業
務
を

行
う
基
幹
的
事
業
が
あ
る
。
そ
れ

が
平
成
31
年
度
か
ら
市
町
村
単
独

の
補
助
事
業
に
な
る
と
い
う
情
報

を
得
て
い
る
。
ま
た
、
成
年
後
見

制
度
の
事
業
が
あ
り
、
こ
れ
を
セ
ッ

ト
に
事
業
の
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
少
人
数
学
級
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に

○
町
民
の
健
康
維
持
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
は

○
農
福
連
携
に
つ
い
て

相　談

高齢になったせいか、
最近、金銭管理

できていないみたい…

こんな時は。。。

本 人

日常の金銭管理を支援

社 協

○○銀行

中期財政計画を問う
答　財政危機になった理由は国保の累積赤字、
　　人口増による、民生費や教育費の増花城　清文 議員 大宜見　洋文 議員

ひとりぽっちのいない
まちを目指すために
どう取り組むか
答　学校にも意見を聞きながら進めていく



編
集
後
記

次回定例会の開会予定
6月12日(火)午前10:00

※環境保全のため、古紙配合率80％再生紙と
　植物油インキを使用しています。

N
O
.201

沖
縄

県
南

風
原

町
議

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
http://w

w
w

.tow
n.haebaru.lg.jp

■
発

行
　

沖
縄

県
南

風
原

町
議

会
　

〒
901-1195　

沖
縄

県
島

尻
郡

南
風

原
町

字
兼

城
686番

地
■

編
集

　
議

会
広

報
常

任
委

員
会

　
 T

E
L

(0
9

8
)8

8
9

-3
0

9
7

 F
A

X
(0

9
8

)8
8

9
-4

4
9

9
 

印
刷

/株
式

会
社

　
近

代
美

術

　

私
は
地
元
喜
屋
武
の
み
つ

わ
保
育
園
の
卒
園
児
で
、
今

は
そ
こ
で
保
育
士
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。
勤
め
始
め
た

頃
は
長
男
が
幼
稚
園
、
次
男

が
４
歳
、
三
男
が
１
歳
と
子

育
て
真
っ
最
中
で
し
た
。
保

育
士
は
体
力
勝
負
の
肉
体
労

働
で
す
。
は
じ
め
の
頃
は
仕

事
の
過
酷
さ
に
加
え
保
育
士

不
足
の
中
、
子
育
て
を
し
な

が
ら
仕
事
を
す
る
に
は
一
人

の
力
で
は
難
し
か
っ
た
で
す
。

両
親
を
は
じ
め
家
族
の
力
を

借
り
な
が
ら
何
と
か
両
立
す

る
慌
た
だ
し
い
日
々
で
し
た
。

　

時
代
と
共
に
保
育
士
不
足

は
深
刻
に
な
る
一
方
で
す
が
、

み
つ
わ
保
育
園
で
は
子
育

て
世
代
の
保
育
士
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
看
護

休
暇
や
育
児
目
的
休
暇
な
ど
、

手
厚
い
制
度
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
様
な
環
境
の
お
か
げ
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
乗
り
越

え
仕
事
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
で
は
子
育
て
の
悩
み

や
家
族
の
愚
痴
を
先
輩
や

同
僚
に
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、

な
に
よ
り
素
直
で
純
粋
な
子

ど
も
達
と
関
わ
れ
る
仕
事
に

楽
し
さ
と
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。
未
来
を
創
る
子

ど
も
達
と
関
わ
れ
る
保
育
士

の
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
こ
と

に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
保
育
士
が
好
き

み
つ
わ
保
育
園

前
泊　

夏
子 

さ
ん

南風原町議会中継

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
ご
愛
読
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
編
集
委
員

の
悩
み
は
、
見
出
し
や
文
章
の
言

い
回
し
、
写
真
・
図
解
等
ど
う
表

現
す
れ
ば
読
み
や
す
く
、
理
解
し

や
す
い
か
等
々
あ
り
ま
す
。
表
紙

の
写
真
も
毎
回
悩
み
ま
す
。
写
真

の
ご
提
供
を
町
民
の
皆
さ
ん
お
願

い
致
し
ま
す
。
題
字
は
町
内
の
小

学
校
の
児
童
の
力
作
で
表
紙
を
飾
っ

て
い
ま
す
。
裏
表
紙
に
「
町
民
の

声
」
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
毎
回

１
名
分
の
枠
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
町
民
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
か
ら
編
集
委
員
が
１
人
減

り
、
５
人
体
制
で
す
。

　

委
員
は
減
り
ま
し
た
が
、
議
会

の
様
子
、
議
員
の
活
動
等
、
町
民

に
お
届
け
す
る
た
め
、
誌
面
の
充

実
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
担
当
／
広
報
委
員　

宮
城
寛
諄
）

　町村議会議員として長年
在職し議会運営や地域の振
興発展に貢献したことが認
められ受賞しました。

（右から）

知念富信	 （11 年在職）
沖縄県町村議会議長表彰（11 年以上）

大城　毅	 （19 年在職）
全国町村議会議長会表彰（15 年以上）

大城真孝	 （27 年在職）
全国町村議会議長会表彰（27 年以上）

宮城寛諄	 （27 年在職）
全国町村議会議長会表彰（27 年以上）

上原喜代子	（15 年在職）
全国町村議会議長会表彰（15 年以上）

金城好春	 （15 年在職）
全国町村議会議長会表彰（15 年以上）

町民の声

表紙の題字・写真をお寄せください
　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字
と写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写
真をお待ちしています。ご意見・要望なども広く募集しています。
議会だよりへのご意見・ご感想も受け付けています。
連絡先：議会事務局（担当：広報係　古謝）
TEL.889-3097   FAX.889-4499
E-Mail　H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

自治功
労賞

自治功
労賞受賞


